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研究成果の概要（和文）：看護手順書の多くは時間軸で行為を記述している。本研究では，人工知能システムであるオ
ントロジーを用いて，人間行動モデルとなるCHARM(Convincing Human Action Rationalized Model)で，手順を時間軸
の行為とその目的で記述を行った。
　新人看護師の研修で使用する手順書から44項目をCHARM（樹木図）で現した。次にCHARMを閲覧できる端末タブレット
を導入した研修を行い，アンケート調査と技術習得状況を評価した。CHARMの記述に慣れた看護師は，手順の流れだけ
でなく目的も一覧できる視認性を評価していた。

研究成果の概要（英文）： Nursing manual is often used, but it has a shortcoming. The manual can enumerate 
procedures sequentially, but an objective of each procedure is not described. Ontology is one of artificia
l intelligent which has a function to describe both objective-procedure relations and sequences of the pro
cedures.CHARM (Convincing Human Action Rationalized Model) is an ontology software loaded on tablet PC. Fo
rty four items (activities) from elemental level nursing manual were described by the CHARM. Nurse trainee
s of the nursing were asked to use the tablet PC and refer the ontology when they perform the procedures.
 Performances of the trainees were evaluated by supervisors before and after the training, then results we
re compared. In order to evaluate impression of the use of the CHARM multiple choice questionnaire and fre
e description were administered. The trainees appraised high visibility of the CHARM which enables to comp
rehend both procedures and their objectives. 
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１．研究開始当初の背景 
 看護業務を行うに当たり、病院看護部には、
看護手続きを整理・編集した膨大な量の看護
手順書（看護マニュアル）が作成されている。
臨床で看護業務を担当する看護師は日常の
看護手順を看護手順書として記録し、問題が
発生するたびに改良を加えてきている。この
ため看護レベルの高い病院には、精緻かつ高
度な看護手順書が整備されてきている。看護
手順書は、技術的にも高いエキスパートナー
スが複雑な患者の状態に合わせられるよう
に、様々な看護診断条件を想定して編集する
ため、内容が精緻化、高度化している。 
このため看護活動をレベルアップすると

いう看護手順書の目的に相反するように、新
人看護師にとっては内容が膨大になり、ヒヤ
リハット事故のたびに、「看護手順書を読ん
でいない」という指摘の声が上がることもあ
る。特に急変対応や心肺蘇生などは一般的な
看護以上に正確性とチームの状況に応じた
応用力が求められる。新人看護師が看護手順
書の意味を理解したうえで確実な技術を習
得することが求められる。 
 
２．研究の目的 

本研究では，救急看護を行う上で必要な看
護手順を行為の手段や目的の理解を支援す
る人間行動モデル(CHARM-Convincing  
Human Action Rationalized Model)を樹
木図として記述する。CHARM を教材として
用いることで、看護手順書に迅速性と学習の
容易さをもたらす仕組みを開発し評価する
ことを目的とする。 

 
３．研究の方法 
本研究は、人工知能システムを用いた教材

とそれを用いた教育カリキュラムの評価で
ある。研究プロセスは以下の通りである。 
（１）研究対象施設の既存の教育システム

へどのように組み込むのかを検討した。 
（２）A 病院の看護手順から新人看護師が

習得すべき救急看護に関する手順書を選択
した 44 項目を CHARM（樹木図）として記
述した。 
（３）CHARM を移植したタブレット端末

を用いた研修を入職した看護師対象に行う。
平行してインターフェイス等の改善を行う。 
（４）研修直後のアンケートと年度末にお

こなう看護技術到達度評価による評価を行
う。なお、タブレット導入前年度の新人看護
師らの到達度評価を対照データとする。 

 
倫理的配慮として、本学の倫理審査委員会

ならびに A 病院倫理審査委員会で承認後、各
年度で対象（対照看護師群を含む）となる新
人看護師に対して，研究協力は自由意思であ
ること、アンケートへの回答、技術到達度評
価を研究データとして用いることについて，
口頭と文書で同意を得た。 
 

４．研究成果 
（１）教育方法の導入についての検討 
A 病院は、新採用者には 1 年間で基本的看

護技術などが習得・到達できるように院内ロ
ーテーション研修を取り入れた教育を 2002
年より実施し、一定の成果を得ている。救急
看護に関する教育は、採用直後の集合教育
（講義）とローテーション研修として ICU 研
修 3 週間として集中治療室で行われており、
この研修期間を介入対象期間とした。 
（２）CHARM 作成について 
A 病院の看護手順から新人看護師が習得す

べき救急看護に関する手順書を選択し 44 項
目を CHARM の樹木図として記述した。CHARM
の基本的要素は「行為」と「達成方式」であ
り、これらの記述には達成関係と物理法則の
達成原理に基づいた記述で計算機理解可能
な語彙となる。そのため「気管挿管」は「人
工気道を患者に結合する」、「カフ漏れ」は「気
管と気管チューブの間に間隙を存在させる」
など医療用語とはことなる表現になるため、
臨床のエキスパートらとできるだけ医療用
語として違和感のない表現語彙への変更を
ノードとノードの示す行為を確認しながら
行った。 

図１ CHARM（樹木図）による手順例（気管挿管） 
 
また、すぐに資料を見ることや、行為それぞ
れがイメージしやすくできるようにノード
にＰＤＦや動画のリンクを張り、ノードをタ
ップすることで閲覧・視聴できるようにした。 
（３）タブレットを用いた研修 
 Ａ病院では、新人看護師の救急看護教育を
1 グループ 4 名で 3 週間、ICU 研修として新
人看護師全員に年間を通じて行っている。４
～５月に新人看護師全員に行われる集合教
育やその後の研修で配布された講義資料を
CHARM が入ったタブレット端末一緒に移植し
た。ICU 研修の前の週にひとり 1 台準備し渡
した。ICU 研修では、タブレットに入ってい
る手順書や資料を基に3週間の研修を行った。
研修中の活用の他、自宅での予習・復習など
対象者が自由に使用できるようにした。タブ
レット端末はICU研修終了の翌週に返却した。 
ICU 研修では、タブレットの中の資料を使

ったミニレクチャーや指導を受けながら看
護ケアを行った。また、心肺蘇生法について
は、タブレットの動画や樹木図による手順の
確認を行い、研修中に心肺蘇生のシミュレー
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ションを行った。シミュレーションでは，発
見から気道の確保、バックバルブマスクによ
る換気、胸骨圧迫と一連の流れとして研修を
受ける新人看護師の行為を撮影した。シミュ
レーションのあと，それらの動画を見ながら
の手技やタイミングの取り方、チームワーク
についてグループメンバーからの発言や指
導者からのコメントをもとに振り返りを行
った。 
（４）研修の活用と技術到達度評価 
24，25 年度には終了後のアンケート調査で、

各手順書の CHARM の使用の有無、使用の機会
（予習・研修中・復習）、CHARM を活用した研
修についての意見を求めた。平成 23～25 年
度の看護技術到達度の100項目についてそれ
ぞれ比較した 
①タブレットの活用について 
活用頻度については図２に示すように、心

肺蘇生とそれにリンクする動画についてが、
1.5 倍ほど多く活用されていた。 

図２ タブレットの活用項目 

 研修中に指導者は、前日に翌日行うであろ
う項目の提示を行った。そして翌日の研修で
項目の説明と実際の行為を行っていた。活用
頻度の多いものは ICU で経験した項目や ICU
でないと行えない行為に一致する。復習につ
いては頻度の少ない項目についても一定の
割合で活用している。 
②タブレットを用いた研修について 
アンケート用紙のデータは記述であり

Text Mining StudioVer.5.0 を分析に使用し
た。記述回答を言葉のネットワーク分析した
ところ、[便利]、[資料]、[見る+できる]、[動
画]、[研修]に分かれた。この 5 の言葉につ
いて原文検索で確認した。[便利]には、持ち
運びが便利、メモ書きができれば便利、[資

料]は、たくさんの資料を見て学べた、資料
を見ながら講義が受けられる、すぐに見られ
る、[見る・できる]は、写真やカラーで見ら
れる、[動画]を見て確認できる、動画を見て
わかりやすかった、動画で振り返られるとあ
った。 
特に動画については、自分の心肺蘇生法を

見られたので欠点がわかりやすく復習しや
すかった、教科書ではわかりにくいところも
（タブレットを使うことで）わかりやすかっ
た、撮影することで自分の動きを客観的に見
ることができた、客観的に他人と比較できた
であったとの意見があった。 
CHARM の特性である行為と目的の理解につ

いては、樹木図を見るのに関心を持つ対象者
からは高い評価を得た。 
③看護技術到達度による評価 
看護技術到達度は、5-ひとりできる、4-助

言のもとにできる、3-指導者・先輩看護師と
ともにできる、2-できないまたは見学レベル、
人形で体験できる、1-未経験または知識レベ
ルの5段階の厚生労働省の到達レベルを参考
にした基準で行った。心肺蘇生法は，意識レ
ベルの正確な把握以外の項目は、臨床 1年目
で体験することも少なく、また、到達レベル
が 2のため、他の項目よりも平均点は下回っ
た。 

図３ 平均看護技術到達度（11 ヶ月評価項目） 
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